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太田苑邦 ･時岡孝夫 ･典田仁志 ･岡田成
f!･瓜田純治(大阪的大)
詔長類の告および舌乳頭の形掛 ま柾周間でかな
り相違がある｡本年度はニホンザルの舌乳頭につ
いて､その形憶とそれぞれの微細血管摘要掛こつい
て観察を行った｡血昏隅第の放熱 こあたっては､
谷口･太田らのアク1)ル樹脂注入法(1952.1955)
により舌の血管鋳型を作成し､走正昭顕および透
過田顕で観察した｡
ニホンザルの石狩には糸状乳頭､茸状乳頭､有
邦乳頭､訴状乳頭の4相川が存在し､それら舌乳
頭の粘膜固有屑には細動脈網が形成され､細静脈
網と複掛 こ入り細み､各乳頭内へ枝を派出する｡
糸状乳頭は存在位矧 こより形態が変化し､-古共沸
では環状に舛合し､告休部では各乳頭は孤立し､
それぞれの両側に小型の別乳頭を認め､舌根部で
は数個の糸状乳頭が台形状降起上にJR合していた｡
糸状乳頭の血管椛矧 ま､舌尖部では乳頭基底部の
上皮下毛細血管桐から乳頭内に毛細管ループを､
古体部では細動脈が乳頭中心を上行しつつ乳頭内
毛細血管網を形成し､毛根部では台形状隆起の上
皮下毛細血管桐から毛細管ループが乳頭内に入っ
ていた｡上皮ハクリ標本では､古体部の糸状乳頭
の上皮基底部は蜂n!状を宜し､その咽頭側面に上
皮の突出が認められた｡茸状乳頭は舌尖部で多く
球状で､舌休部では散在して背が高くなる｡数本
の細動脈が乳頭内毛細血管桐を形成し､=次乳
頭円に毛細管ループを形成し､舌尖部ではループ
は放射状配列をとり､告休部では佃状を塁してい
る｡有郭乳頭は通常!正中に1対､その前外側に1
個ずつ存在し､教本の細動脈が乳頭中心を上行し
乳頭上両にも毛細管ループ､側両に網目を形成し
ていた｡乳頭部では乳頭周囲の動脈からの枝が毛
細㌍ループを形成していた｡環状乳頭は細動脈が
各乳頭群の中心を縦起し､乳頭-表面へ枝を派出し､
約97i両で迎椛した毛細田ループを5-6条形成し
ていた｡各乳頭に分布する毛細血での内皮細胞は
晃年く､核は上皮と反対側に位田し､上皮側の細胞
矧 ま多くのFenestrationを認めた｡
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